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＊

安
政
期
の
魯
文
作
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
類
を
年
次
順
に
整
理
す
る

と
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
滑
稽
本
風
の
合
巻
ⓐ
『
東
海
道
中

栗
毛
弥
次

馬
』、
安
政
三
年
に
ⓑ
『
岐
蘇
街
道

栗
毛
弥
次
馬
』、
同
三
年
夏
に
ⓒ
『
成
田
道

中
膝
栗
毛
』、
翌
四
年
春
に
ⓓ
『
大
山
道
中
膝
栗
毛
』
と
ⓔ
『
甲
州
道
中

膝
栗
毛
』
と
ⓕ
『
江
之
嶋
詣
栗
毛
後
馬
』（
改
題
後
印
本
『
江
の
島
栗

毛
』、
改
題
再
板
改
刻
本
『
滑
稽
ひ
ざ
く
り
毛
』）、
同
四
年
か
翌
五
年
に

ⓖ
『
両
国
八
景

荏
土
久
里
戯
』（
改
題
後
印
本
『
両国

江
戸
栗
毛
』）
と
ⓗ
『
日
光
道

中
膝
栗
毛
』、
同
五
年
か
翌
六
年
に
ⓘ
『
両国

江
戸
栗
毛
』（
改
題
後
印
本

『
東
京
膝
栗
毛
』）、
そ
れ
か
ら
安
政
七
（
万
延
元
）
年
に
合
巻
風
の
錦
絵

ⓙ
『
東
海
道
中

栗
毛
弥
次
馬
』（
小
判
58
枚
）
と
連
な
る
（
注
１
）。
こ
の
後
を
追
う
よ
う

に
、
二
代
目
岳
亭
作
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
（
注
２
）が
続
く
わ
け
だ
が
、
そ
の

中
で
本
稿
は
次
の
ⓚ
Ⓛ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
出
版
文
化
史
の
面
か

ら
、
最
末
期
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
の
一
受
容
実
態
に
迫
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

詳
し
い
書
誌
学
的
考
察
は
別
稿

（
注
３
）を
期
す
が
、
先
ず
ⓚ
『
弥
次
北
八
横

濱
久
里
毛
』
は
、
柱
題
「
旅
日
記
」・「
弥
次
下
」、
上
下
の
二
巻
合
綴
全

三
十
丁
、
岳
亭
春
信
作
・
一
恵
斎
芳
幾
画
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年

十
月
改
、
品
川
屋
久
助
板
、
中
本
（17.8

×11.8

）
と
纏
め
ら
れ
る
（
底

本
は
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
尾
16
・
355
）。
以
下
、
論
の
便
宜
上
、
柱
題
「
旅

日
記
」
の
ⓚ
を
ⓚ-

1
と
し
、
柱
題
「
弥
次
下
」
の
ⓚ
を
ⓚ-

2
と
細
分

す
る
。

次
に
Ⓛ
『
横
濱
栗
毛
／
二
編
』
は
、
柱
題
「
毛
二
」、
上
下
の
二
巻
合

綴
全
三
十
丁
、
岳
亭
春
信
作
・
一
恵
斎
芳
幾
画
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）

康
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年
四
月
改
、
品
川
屋
久
助
板
、
中
本
（17.2

×11.5

）
で
あ
る
（
底
本
は

早
稲
田
大
学
蔵
の
ヘ13-03534

と
神
奈
川
県
立
図
書
館
所
蔵
のK

97.1-
22

）
（
注
４
）。さ

て
、
ⓚ-
1
、
ⓚ-

2
、
Ⓛ
は
前
編
・
後
編
・
続
編
と
も
称
す
べ
き

シ
リ
ー
ズ
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
柱
題
の
相
違
、
後
編
の
丁
付
の
不
自

然
さ
、
改
印
の
欠
と
い
う
、
不
具
合
が
体
裁
上
表
れ
る

（
注
５
）。
実
は
、
体
裁

上
の
み
な
ら
ず
内
容
上
の
不
具
合
、
い
わ
ゆ
る
絵
組
と
本
文
の
不
整
合

現
象
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
改
題
再
板
改
刻
本
『
横
濱
ひ
ざ
く
り
毛
』

も
板
行
さ
れ
る
く
ら
い
、
一
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
と
し
て
人
気
作
で

あ
っ
た
と
い
う
文
学
史
的
位
置
が
与
え
ら
れ
る
当
該
作
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
抱
え
る
と
い
う
作
品
の
内
実
・
実

態
解
析
に
努
め
る
こ
と
で
、
文
学
的
価
値
の
み
で
は
計
れ
な
い
享
受
史

も
存
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
。

＊

草
双
紙
に
お
け
る
絵
組
と
本
文
の
一
般
的
な
相
互
関
係
―
本
文
ス

ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
絵
組
を
置
く
―
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
、

ⓚ-

1
の
梗
概
か
ら
み
よ
う
。
三
ウ
・
四
オ  

よ
み
は
じ
め  

以
降
が
本

文
に
当
た
り
、
本
文
最
初
の
絵
組
は
江
戸
八
丁
堀
の
長
屋
で
火
鉢
を
囲

ん
で
い
る
「
喜
多
八
」
と
「
同
じ
長
屋
の
左
治
兵
衛
」
と
長
屋
の
住
人

「
お
か
な
」
婆
さ
ん
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
弥
次
の
世
話
に
て
女
房
を
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
喜
多
八
、
女
房
を
置
い
て
長
旅
は
で
き
な
い
の
で
近

場
の
「
よ
こ
は
ま
へ
ゆ
く
の
だ
か
ら
、
い
つ
も
の
ば
か
げ
た
、
み
ち
く

さ
を
し
て
あ
る
ひ
て
も
、
五
六
日
と
は
か
ゝ
る
ま
い
」
と
考
え
た
彼
の

所
へ
嫁
が
来
る
一
悶
着
が
、
本
文
九
オ
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
こ
の

江
戸
八
丁
堀
の
長
屋
か
ら
「
日
本
橋
→
高
輪
の
大
木
戸
→
鈴
ヶ
森
→
大

森
の
や
ま
も
と
→
六
郷
の
渡
し
場
」
を
舞
台
に
す
る
滑
稽
譚
で
本
文
は

終
わ
る

（
注
６
）。

因
み
に
、
狂
歌
は
二
首
の
み
詠
ま
れ
る
（「
当
世
は
可
笑
し
く

ね
へ
さ
」〈
九
オ
〉
と
、
今
は
狂
歌
が
流
行
ら
な
い
の
で
詠
ま
な
い
と
弥

次
の
口
を
借
り
て
表
明
さ
れ
る
）。
冒
頭
部
の
嫁
入
り
茶
番
は
全
六
丁
に

渡
る
長
い
話
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
大
体
一
丁
毎
の
短
い
話
で
、
話
柄

は
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
原
話
と
無
関
係
で
あ
る
。
こ
う
し
て

絵
柄
も
本
文
に
相
応
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
文
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
絵
組
を
置
く
と
い
う
草
双

紙
の
大
原
則
が
、
ⓚ-

2
と
Ⓛ
で
は
混
雑
の
様
相
を
帯
び
、
様
々
な
不
整

合
を
導
出
し
、
齟
齬
を
来
す
。

１
．
本
文
ス
ト
ー
リ
ー
と
関
係
な
い
絵
組
の
挿
入

ⓚ-
2
か
ら
絵
組
と
本
文
の
一
般
的
な
相
互
関
係
が
崩
れ
は
じ
め
る
。

話
柄
（
一
九
作
原
話
と
は
無
関
係
）
も
大
体
二
、
三
丁
に
渡
る
長
い
話
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九
オ
で
あ
る
の
で
絵
組
を
一
部
省
略
し
た
こ
と
に
な
る
。
最
前
の
若
い

者
・
で
こ
助
が
勤
め
る
亀（

マ
マ
）

岩
楼
に
上
が
っ
た
二
人
。
顔
、
鼻
、
目
、
体
、

手
足
全
て
が
丸
い
お
こ
ね
と
い
う
遊
女
が
弥
次
の
相
方
に
な
る
（
十
一

ウ
・
十
二
オ
）。
該
当
す
る
絵
組
は
前
掲
の
九
ウ
・
十
オ
。
十
ウ
・
十
一

オ
の
絵
組
は
本
文
と
無
関
係
で
半
籬
越
し
に
遊
女
を
冷
や
か
す
素
見
客

の
西
洋
人
と
唐
人
が
描
か
れ
、
十
一
ウ
・
十
二
オ
の
絵
組
も
本
文
と
無

関
係
で
天
水
桶
が
載
る
遊
女
屋
の
向
こ
う
の
海
に
蒸
気
船
が
浮
か
ぶ
。

相
方
て
こ
ね
（「
お
こ
ね
」
か
ら
表
記
が
変
わ
る
）
は
十
四
歳
に
し
て
同

じ
長
屋
の
弥
次
に
江
の
島
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
以
来
遊
女
に
売
ら
れ

た
の
だ
か
ら
、
身
代
金
を
く
れ
と
弥
次
の
胸
ぐ
ら
を
取
り
、
大
尽
の
振

り
を
し
て
若
い
者
に
仕
返
し
を
し
よ
う
と
し
た
計
画
も
身
元
が
ば
れ
無

駄
に
な
る
（
十
二
ウ
・
十
三
オ
）。
絵
組
も
相
応
す
る
。
そ
れ
と
知
ら
ず

約
束
通
り
に
訪
ね
て
来
た
籠
か
き
に
大
尽
扱
い
さ
れ
お
小
遣
い
を
せ
び

ら
れ
る
が
、
事
情
が
知
ら
れ
恥
を
か
い
た
弥
次
は
、
暗
い
う
ち
に
早
々

と
亀
岩
楼
を
立
つ
（
十
三
ウ
・
十
四
オ
／
十
四
ウ
・
十
五
オ
／
十
五

ウ
）。
該
当
す
る
絵
組
は
十
三
ウ
・
十
四
オ
／
十
四
ウ
・
十
五
オ
で
、
十

五
ウ
の
絵
組
は
本
文
と
無
関
係
に
描
か
れ
る
。
こ
の
巻
尾
（
十
五
ウ
、

名
壺
に
「
岳
亭
春
信
戯
作
／
一
恵
斎
芳
幾
画
」）
は
「
…
…
な
に
あ
り
か

て
へ
も
の
か
と
、
話は

な

し
の
か
た
の
通つ
う

ざ
れ
は
、
き
だ
八
、
ひ
と
り
の
駕か

籠ご

か
き
を
、
脇わ
き

へ
ま
ね
ぎ
、
や
う
〳
〵
に
訳わ
け

を
い
ふ
て
、
後あ
と

は
笑わ
ら

ひ
に

恥は
ぢ

を
残の
こ

し
、
ま
だ
暗く
ら

き
に
、
こ
の
屋や

を
た
ち
い
で
、
本ほ
ん
ち
ゃ
う
ど
ふ

町
通
り
（
横
浜
）

が
多
い
。
狂
歌
は
一
首
も
詠
ま
れ
な
い
。

梗
概
を
通
し
て
考
察
し
よ
う
。
六
郷
の
渡
し
を
渡
り
、
川
崎
も
越
し

て
、
生
麦
辺
で
買
っ
た
蛇
の
目
寿
司
を
食
べ
歩
く
（
一
オ
）。
こ
れ
に
該

当
す
る
絵
組
は
上
巻
ⓚ-

1
巻
尾
に
前
出
さ
れ
た
の
で
、
一
オ
の
絵
組
は

小
坊
主
を
連
れ
歩
く
坊
主
と
い
う
旅
の
風
景
を
描
い
て
お
り
、
本
文
と

無
関
係
と
い
え
る
。
神
奈
川
の
茶
店
で
見
知
り
の
俳
諧
師
と
出
会
っ
た

弥
次
は
滑
稽
に
自
己
紹
介
し
、
親
分
の
一
九
が
死
ん
だ
こ
と
ま
で
滑
稽

に
紹
介
す
る
（
一
ウ
・
二
オ
／
二
ウ
・
三
オ
）。
こ
れ
は
絵
組
も
相
応
す

る
。
富
士
の
人
穴
を
通
り
過
ぎ
、
保
土
ヶ
谷
の
棒
鼻
か
ら
横
濱
道
に
入

る
。
本
道
で
な
い
田
圃
の
畦
道
を
歩
く
喜
多
八
に
怒
っ
た
百
姓
が
突
き

飛
ば
し
泥
だ
ら
け
に
な
る
（
三
ウ
・
四
オ
／
四
ウ
・
五
オ
）。
吉
田
橋
で

着
替
え
、
横
濱
の
吉よ

し
は
ら
ま
ち

原
町
に
入
る
（
五
ウ
・
六
オ
）。
以
上
の
三
丁
分
の

絵
組
も
話
柄
に
相
応
す
る
。
若
い
者
と
出
鱈
目
の
阿
蘭
陀
言
葉
で
喧
嘩

に
な
っ
て
啖
呵
を
切
っ
て
負
け
る
弥
次
（
六
ウ
・
七
オ
／
七
ウ
・
八
オ

／
八
ウ
・
九
オ
）。
こ
の
長
い
話
柄
に
該
当
す
る
絵
組
は
五
ウ
・
六
オ
／

六
ウ
・
七
オ
で
あ
っ
て
、
全
三
丁
分
の
本
文
に
対
し
て
絵
組
は
二
丁
の

み
で
省
略
さ
れ
る
。
七
ウ
・
八
オ
の
絵
組
は
本
文
と
無
関
係
で
、「
吉

岡
」
の
茶
屋
に
案
内
さ
れ
る
花
魁
と
作
者
岳
亭
を
表
象
す
る
遊
客
の
道

中
を
、
見
物
す
る
唐
人
と
西
洋
人
が
描
か
れ
る
。

大お
ほ
も
ん門
に
着
い
た
弥
次
は
籠
か
き
に
仕
返
し
の
狂
言
を
説
明
し
て
頼
む

（
九
ウ
・
十
オ
／
十
ウ
・
十
一
オ
）。
該
当
す
る
絵
組
は
前
掲
の
八
ウ
・
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を
見み

め
ぐ
ら
ん
と
、
ふ
た
り
は
そ
こ
〳
〵
に
支し
た
く度
を
な
し
、
暇い
と
まを
告つ

げ

て
た
ち
い
で
け
る
。
め
で
た
し
〳
〵
〳
〵
〳
〵
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
絵

組
は
本
文
と
関
係
な
く
、
的
が
描
か
れ
た
障
子
の
傍
で
見
送
る
体
の
女

性
が
立
ち
、
岳
亭
の
紋
様
が
付
い
た
黒
羽
織
を
着
し
た
、
頭
で
っ
か
ち

の
福
助
人
形
風
の
男
性
が
見
送
ら
れ
て
い
る
。

斯
く
の
如
く
、
ⓚ-
2
に
お
け
る
絵
組
と
本
文
の
不
整
合
す
る
第
一
原

因
は
、
本
文
ス
ト
ー
リ
ー
と
関
係
な
い
絵
組

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
㋐
横
浜
と
い
う
場
所
柄
有
り
得
る
絵
組
の
挿
入
で
、
以
上
の
ⓚ

-

2
で
は
、
花
魁
の
道
中
、
素
見
、
町
の
鳥
瞰
図
と
い
う
所
謂
「
横
浜
浮

世
絵
」
に
値
す
る
絵
柄
の
挿
入
で
あ
っ
た
。
当
該
ⓚ-

2
は
事
件
一
つ

0

0

0

0

に

大
概
図
像
一
つ

0

0

0

0

と
い
う
構
図
を
取
る
の
で
、
数
丁
に
渡
る
長
い
事
件
の

場
合
、
本
文
と
は
無
関
係
だ
が
、
事
件
の
展
開
す
る
舞
台
か
ら
逸
脱
し

な
い
よ
う
に
、
横
浜
、
就
中
横
浜
の
遊
郭
を
表
象
す
る
よ
う
な
「
横
浜

絵
」
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
場
所
柄
の
新
奇
さ
も
手
伝
っ
て
販
売
戦
略

上
有
利
で
あ
ろ
う
と
い
う
作
者
、
或
い
は
板
元
の
企
画
意
図
が
あ
っ
た

と
察
せ
ら
れ
る
。

続
く
Ⓛ
で
も
そ
の
企
画
意
図
は
継
承
さ
れ
、
本
文
ス
ト
ー
リ
ー
と
関

係
な
い
横
浜
絵
と
し
て
、
①
弥
次
喜
多
混
じ
る
群
衆
を
呼
び
込
む
見
世

物
小
屋
の
前
の
若
い
衆
（
十
一
ウ･

十
二
オ
）
や
、
②
馬
に
乗
っ
た
西

洋
人
に
驚
く
弥
次
喜
多
（
十
四
ウ･

十
五
オ
）
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、

前
作
ⓚ-

2
で
は
見
ら
れ
な
い
Ⓛ
に
お
け
る
本
文
ス
ト
ー
リ
ー
と
関
係
な

い
絵
組
の
特
徴
と
し
て
、
㋑
当
該
作
に
は
登
場
し
な
い
何
か
他
の
事
件

に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
な
絵
組
（
弥
次
喜
多
の
服
装
は
本
筋
と
一
致
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
赤
ち
ゃ
ん
を
負
ぶ
っ
た
子
供
が
弥
次
の
案
内
を
し
、

喜
多
の
後
を
お
爺
さ
ん
が
付
い
て
く
る
（
十
五
ウ
・
十
六
オ
）、
②
芝
刈

り
の
お
爺
さ
ん
に
倒
さ
れ
る
喜
多
（
十
六
ウ
・
十
七
オ
）、
③
弥
次
と
他

の
旅
行
客
と
の
喧
嘩
を
止
め
る
喜
多
（
二
十
八
ウ
・
二
十
九
オ
）、
④
滝

壺
で
水
を
浴
び
て
い
る
体
の
喜
多
と
水
泳
中
の
弥
次
を
、
室
内
で
眺
め

る
留
袖
の
女
性
（
二
十
九
ウ
・
三
十
オ
）
と
い
う
絵
組
は
本
文
と
関
係

な
い
。
こ
れ
ら
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
前
作
ⓚ-

2
よ
り
一
層
Ⓛ
の
絵
組
と

本
文
の
不
整
合
現
象
が
甚
だ
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

２
．
図
像
化
の
有
無

以
上
の
本
文
ス
ト
ー
リ
ー
と
関
係
な
い
絵
柄
の
挿
入
が
、
本
文
と
絵

組
の
不
整
合
す
る
第
一
原
因
な
ら
ば
、
第
二
原
因
は
「
図
像
化
の
有
無
」

に
よ
る
。

２－
１
．
図
像
の
脱
落

ⓚ-
2
で
若
い
者
と
出
鱈
目
の
阿
蘭
陀
言
葉
で
喧
嘩
に
な
り
啖
呵
を

切
っ
て
負
け
る
弥
次
（
六
ウ
・
七
オ
／
七
ウ
・
八
オ
／
八
ウ
・
九
オ
）

と
い
う
、
長
い
話
柄
に
該
当
す
る
絵
組
は
五
ウ
・
六
オ
／
六
ウ
・
七
オ
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で
あ
っ
て
、
全
三
丁
分
の
本
文
に
対
す
る
絵
組
は
二
丁
分
と
省
略
さ
れ

る
。
ま
た
、
大
門
に
着
い
た
弥
次
は
籠
か
き
に
仕
返
し
の
狂
言
を
説
明

し
て
頼
む
（
九
ウ
・
十
オ
／
十
ウ
・
十
一
オ
）
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る

絵
組
は
八
ウ
・
九
オ
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
絵
組
を
一
部
省
略
し

た
こ
と
に
な
る
。

続
く
Ⓛ
の
「
…
…
ふ
た
り
は
楊や

う

弓き
う

場ば

へ
入は
い

る
と
、
十
七
八
の
娘む
す
め」
が

お
り
、
滑
ら
な
い
よ
う
に
指
に
付
け
る
粉
を
、
矢
が
当
た
る
呪ま

じ
ない
と
思
っ

て
嘗
め
て
は
恥
を
か
き
、
弥
次
の
矢
は
全
く
当
た
ら
な
い
と
、
本
文
は

四
ウ
・
五
オ
／
五
ウ
・
六
オ
／
六
ウ
・
七
オ
に
渡
っ
て
展
開
す
る
が
、

該
当
絵
組
は
三
ウ
・
四
オ
の
み
、
つ
ま
り
全
三
丁
分
の
長
い
逸
話
に
絵

組
は
一
丁
の
み
で
あ
る
。
酒
肴
を
取
り
寄
せ
、
娘
が
三
味
線
を
弾
こ
う

と
し
て
木
の
ば
ち
が
無
い
と
言
う
の
で
、
団
子
を
こ
ね
る
木
鉢
を
買
っ

て
き
た
喜
多
八
、
と
い
う
本
文
は
七
ウ
・
八
オ
／
八
ウ
・
九
オ
だ
が
、

該
当
絵
組
は
四
ウ
・
五
オ
の
み
。
鎌
倉
建
長
寺
の
太
鼓
を
見
て
か
ら
、

そ
ん
か
く
寺じ

の
釣
鐘
を
突
き
代
を
出
し
て
力
自
慢
し
よ
う
と
し
た
弥
次

は
音
色
が
出
せ
ず
ひ
っ
く
り
返
る
ば
か
り
、
と
い
う
本
文
は
二
十
ウ
・

二
十
一
オ
／
二
十
一
ウ
・
二
十
二
オ
／
二
十
二
ウ
で
、
該
当
絵
組
は
二

十
一
ウ
・
二
十
二
オ
の
み
。「
尼あ

ま
で
ら寺

に
い
た
り
、
そ
れ
よ
り
七
里り

がヶ
浜は
ま

に

い
づ
る
に
…
…
ご
な
ん
の
牡ぼ

た丹
餅も
ち

」
す
る
か
ら
と
い
う
子
供
ら
に
銭
を

や
っ
た
ら
、「
波な

み

に
飛と

び
込こ

み
、
浜は
ま
ず
な砂
の
上う
へ

を
転こ
ろ

げ
て
、
生い

け
捕ど

っ
た
荒あ
ら

熊く
ま

」
の
よ
う
な
姿
と
な
っ
て
見
せ
る
、
と
い
う
本
文
は
二
十
三
オ
／
二

十
三
ウ
・
二
十
四
オ
／
二
十
四
ウ
・
二
十
五
オ
で
、
該
当
絵
組
は
二
十

二
ウ
・
二
十
三
オ
の
み
。
藤
沢
の
宿
に
て
冨
士
講
の
人
た
ち
と
同
宿
す

る
こ
と
に
な
り
（
二
十
六
オ
）、
富
士
講
の
先
達
と
ほ
ら
を
吹
い
た
の
で

招
か
れ
、
講
中
の
後
ろ
に
座
り
、「
口く

ち

を
開あ

ひ
た
り
塞ふ
さ

ひ
た
り
し
て
ゐ
る

を
、
宿し

ゅ
くの
飯い
い

盛も

り
あ
ま
た
覗の
ぞ

い
て
ゐ
て
、
二ふ
た
り人
が
に
せ
口か
う
し
ゃ
う誦を
見み

つ付
け

笑わ
ら

ふ
」
話
が
二
十
六
ウ
・
二
十
七
オ
／
二
十
七
ウ
・
二
十
八
オ
／
二
十

八
ウ
・
二
十
九
オ
に
展
開
し
、
該
当
絵
組
は
二
十
六
ウ
・
二
十
七
オ
の

み
。
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
全
三
丁
分
の
長
い
逸
話
に
絵
組
は
一
丁
が
宛
が

わ
れ
る
と
い
う
、
図
像
の
脱
落
、
な
い
し
省
略
が
前
作
ⓚ-

2
の
二
例
に

比
し
て
Ⓛ
は
五
例
で
、
絵
組
と
本
文
の
齟
齬
現
象
が
更
に
著
し
く
な
る

の
で
あ
る
。

猶
、
前
作
ⓚ-

2
で
は
見
ら
れ
な
い
Ⓛ
に
お
け
る
絵
組
と
本
文
の
不
整

合
す
る
原
因
と
し
て
、
完
全
な
る
「
図
像
の
脱
落
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

絵
柄
と
し
て
捉
え
難
い
場
面
（
雑
談
、
夢
物
語
な
ど
）
は
、
長
い
本
文

に
も
関
わ
ら
ず
全
く
図
像
化
さ
れ
ず
、
該
当
絵
組
を
置
か
な
い
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
逸
話
（
長
短
に
関
係
な
く
）
一
つ
に
絵
組
一
つ
と
い
う

構
想
に
破
綻
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
見
物
が
て
ら
駄
洒

落
を
言
い
合
う
、
本
文
三
ウ
・
四
オ
の
話
柄
に
該
当
す
る
絵
組
は
な
い
。

ま
た
、「 
上
の
巻
よ
り  

さ
て
も
や
じ
ら
う
兵
衛
き
だ
は
ち
は
、
は
こ
ね

（
箱
根
）
の
ゆ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ん
と
、
や
ど
や
を
た
ち
い
で
」
歩
き
つ
つ

喜
多
八
の
夢
物
語
が
始
ま
る
。
日
本
橋
で
身
投
げ
し
よ
う
と
す
る
お
こ
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そ
頭
巾
の
女
を
助
け
た
ら
、
新
婚
早
々
横
浜
に
行
っ
た
き
り
帰
っ
て
こ

な
い
亭
主
に
捨
て
ら
れ
た
と
思
う
自
分
の
女
房
だ
っ
た
、
だ
か
ら
帰
り

た
い
と
漏
ら
す
喜
多
八
、
と
い
う
本
文
は
十
六
オ
／
十
六
ウ
・
十
七
オ

／
十
七
ウ
・
十
八
オ
だ
が
、
該
当
絵
組
は
な
い
。
こ
の
長
い
話
に
相
応

す
る
絵
組
が
な
い
の
で
、
逸
話
一
つ
に
絵
組
一
つ
と
い
う
基
本
構
想
の

更
な
る
破
綻
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。

２－

２
．
図
像
の
挿
入

以
上
は
絵
組
と
本
文
の
不
整
合
の
原
因
を
、「
図
像
化
の
有
無
」
の
中

で
「
無
」
の
側
面
か
ら
考
え
た
次
第
で
あ
る
が
、
逆
に
「
有
」
の
側
面

か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
は
書
か
な
い
が
、
弥
次
喜
多
の
旅
行
中

の
出
来
事
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
な
場
面
を
挿
絵
と
し
て
描
い

た
り
、
一
丁
分
に
書
い
た
本
文
に
相
応
す
る
絵
組
を
二
丁
分
あ
る
い
は

三
丁
分
へ
と
増
や
し
て
描
い
た
り
、
本
文
と
し
て
は
比
重
の
軽
い
、
例

え
ば
二
・
三
行
に
過
ぎ
な
い
短
文
に
当
た
る
場
面
を
絵
柄
と
し
て
捉
え

描
き
込
ん
だ
り
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
件
一
つ
に
絵
組
一
つ
と

い
う
草
双
紙
の
原
則
を
破
る
も
の
の
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
上
は
矛
盾
し

な
い
図
像
の
挿
入
で
あ
る
。

証
例
と
し
て
先
ず
ⓚ-

2
の
冒
頭
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
弥
次
喜
多
は
六

郷
の
渡
し
を
渡
り
、
川
崎
も
越
し
て
、
生
麦
辺
で
買
っ
た
蛇
の
目
寿
司

を
食
べ
歩
く
（
一
オ
）。
こ
れ
に
該
当
す
る
絵
組
は
既
に
上
巻
ⓚ-

1
の

巻
尾
に
描
出
し
て
い
る
の
で
、
当
該
一
オ
の
絵
組
は
小
坊
主
と
同
道
す

る
坊
主
、
と
い
う
旅
の
風
景
を
描
い
て
お
り
本
文
と
無
関
係
と
い
え
る
。

続
く
Ⓛ
で
は
こ
の
「
図
像
挿
入
」
現
象
が
益
々
激
化
す
る
。「
向む

か
ふ
よ

り
南な

ん
き
ん京

唐と
う
じ
ん人

二ふ
た
り人

連づ

れ
…
…
す
れ
違ち
が

ひ
に
な
り
な
が
ら
、
南な
ん
き
ん京

の
下さ

げ

て
ゐ
る
打う

ち
紐ひ
も

の
先さ
き

を
、
二ふ
た
り
と
も

人
共
に
結む
す

」（
十
ウ
・
十
一
オ
）
ん
で
し
ま

う
喜
多
八
、
と
い
う
本
文
一
丁
分
に
当
た
る
絵
組
は
八
ウ
・
九
オ
／
九

ウ
・
十
オ
。
即
ち
、
一
丁
分
の
本
文
に
絵
組
は
二
丁
分
な
の
で
あ
る
。

引
い
て
は
、
一
丁
に
書
か
れ
た
本
文
に
相
応
す
る
絵
組
が
三
丁
分
の

場
合
も
あ
る
。
次
は
本
文
十
八
ウ
・
十
九
オ
で
あ
る
。「
早は

や

く
も
能の
う

見け
ん

堂ど
う

に
至い
た

り
、
か
の
金か
な
ざ
は沢

の
八は
っ
け
い景

も
、
一ひ
と
め目

に
見
渡わ
た

す
雲く
も

晴ば

れ
に
、
二ふ
た
り人

は

嬉う
れ

し
く
（
こ
れ
の
該
当
絵
組
十
七
ウ
・
十
八
オ
）、
そ
れ
よ
り
金か
な
ざ
は
あ
づ
ま
や

沢
東
屋

ま
で
、
腹は

ら

の
減へ

っ
た
を
口く
ち

合あ

ひ
に
、
生い

け
簀す

の
魚う
を

ゝ
選よ

り
好ご
の

み
、
様さ
ま
〳
〵々

の
戯た

わ

け
を
い
ゝ
つ
ゝ
、
こ
の
所と
こ
ろを
立た

ち
い
で
け
る
（
こ
れ
の
該
当
絵
組

十
八
ウ
・
十
九
オ
）」。
続
く
同
本
文
十
八
ウ
・
十
九
オ
末
尾
と
十
九
ウ
・

二
十
オ
で
は
、
牛
か
た
の
誘
い
で
雌め

牛う
し

に
乗
っ
た
喜
多
八
、
居
眠
り
を

し
木
鉢
笠
の
重
み
で
あ
お
の
け
に
転
落
す
る
話
が
連
な
り
、
該
当
絵
組

は
十
九
ウ
・
二
十
オ
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
丁
に
書
か
れ
た
本
文
に
相
応
す
る
絵
組
が
三
丁
と
い
う
、

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
構
成
と
い
え
る
が
、
次
の
よ
う
に
更
な
る
短
文
を

図
像
化
し
た
証
例
も
あ
る
。「
鎌
倉
八
幡
の
女
体
石
」（
二
十
ウ
・
二
十

一
オ
）
と
あ
る
の
み
の
短
文
に
該
当
す
る
絵
組
二
十
ウ
・
二
十
一
オ
、



― 40 ―

「
ゑ
の
し
ま
（
江
ノ
島
）
へ
わ
た
り
、
い
わ
や
に
ま
ふ
で
」
た
喜
多
八

（
二
十
四
ウ
）
と
い
う
短
文
に
当
た
る
絵
組
二
十
三
ウ
・
二
十
四
オ
、「
藤

沢
の
小
栗
の
塚
に
詣
で
る
」（
二
十
五
ウ
）
と
い
う
短
文
に
当
た
る
絵
組

二
十
四
ウ
・
二
十
五
オ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
絵
組
二
十
五
ウ
・
二
十
六
オ
に
は
道
行
く
富
士
講
の
人
々
に

話
し
か
け
る
喜
多
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
組
に
該
当
す
る
本

文
は
な
く
、
そ
の
夜
冨
士
講
の
人
た
ち
と
同
宿
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

本
文
に
省
略
さ
れ
た
場
面
の
図
像
化
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
だ

ろ
う
。
同
じ
く
、
絵
組
二
十
七
ウ
・
二
十
八
オ
に
は
面
目
な
さ
そ
う
な

顔
で
宿
を
立
つ
弥
次
喜
多
を
見
て
笑
う
飯
盛
り
た
ち
と
宿
屋
の
亭
主
が

描
か
れ
る
が
、
こ
の
絵
組
に
該
当
す
る
本
文
は
な
く
、
昨
夜
の
失
敗
に

笑
わ
れ
な
が
ら
の
旅
立
ち
と
い
う
、
本
文
に
省
略
さ
れ
た
場
面
の
図
像

化
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

３
．
順
番
の
混
乱

以
上
、
絵
組
と
本
文
の
不
一
致
す
る
第
一
原
因
を
話
柄
と
関
係
な
い

絵
組
の
挿
入
、
第
二
原
因
を
図
像
化
の
有
無
か
ら
考
察
し
て
き
た
が
、

第
三
原
因
は
「
順
番
の
混
乱
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ⓚ
で

は
見
ら
れ
な
い
Ⓛ
の
み
の
特
徴
で
あ
る
。

ア
．
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
上
後
の
事
件
に
該
当
す
る
絵
組
を
、
先
に

置
い
て
し
ま
う
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
唐
人
屋
敷
の
裏
方
に
あ
る
矢や

来ら
い

小

屋
に
牛
が
い
て
、
喜
多
八
が
そ
の
牛
の
頭
を
夢
中
に
掻
い
て
や
る
う
ち

に
、
背
負
っ
て
い
た
風
呂
敷
包
み
が
牛
の
角
に
引
っ
掛
か
っ
た
ま
ま
奥

に
持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
。
矢
来
へ
首
を
入
れ
て
牛
を
呼
び
付
け
る

も
の
の
相
手
に
さ
れ
ず
、
弥
次
の
助
け
で
や
っ
と
引
っ
掛
か
っ
た
自
分

の
頭
を
矢
来
か
ら
抜
く
喜
多
八
。
こ
の
話
柄
に
当
た
る
本
文
は
十
一
ウ
・

十
二
オ
だ
が
、
該
当
絵
組
は
六
ウ
・
七
オ
な
の
で
あ
る
。
絵
組
は
ス
ト
ー

リ
ー
の
順
番
上
、
唐
人
の
髪
を
結
ぶ
絵
組
（
八
ウ
・
九
オ
／
九
ウ
・
十

オ
）
後
に
置
か
れ
る
べ
き
だ
が
、
随
分
前
に
置
い
て
い
る
の
は
矛
盾
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

イ
．
同
事
件
の
絵
組
な
の
で
続
け
様
に
置
く
べ
き
な
の
を
引
き
離
し

て
し
ま
う
矛
盾
が
あ
る
。
唐
人
館
の
様
々
な
瓶
の
薬
品
を
調
合
し
て
完

成
す
る
写
真
を
写
真
鏡
で
撮
っ
て
も
ら
っ
た
弥
次
は
、
く
し
ゃ
み
を
す

る
瞬
間
の
顔
が
写
っ
て
し
ま
い
、
渋
々
と
代
金
を
払
う
。
こ
の
話
柄
は

十
二
ウ
・
十
三
オ
／
十
三
ウ
・
十
四
オ
に
渡
っ
て
展
開
す
る
が
、
該
当

絵
組
は
五
ウ
・
六
オ
、
十
ウ
・
十
一
オ
と
、
同
事
件
の
絵
組
な
の
に
随

分
離
し
て
置
く
こ
と
に
制
作
者
側
は
無
頓
着
な
の
で
あ
る
。

＊

こ
の
よ
う
な
絵
組
と
本
文
の
不
整
合
と
い
う
混
乱
が
生
じ
た
最
大
の
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要
因
は
、
一
つ
の
事
件
が
長
く
展
開
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
該
当
絵
組

は
大
体
一
個
し
か
描
か
な
い
こ
と
で
、
絵
組
が
該
当
本
文
よ
り
先
立
ち
、

該
当
本
文
は
溢
れ
て
段
々
遅
れ
て
い
く
現
象
が
起
き
て
い
る
か
ら
だ
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
下
絵
を
描
く
作
者
も
当
然
認
識
し
て
い
た
は

ず
で
、「
○
こ
ゝ
よ
り
ゑ
ぐ
み
と
ほ
ん
も
ん
あ
と
さ
き
に
な
る
ゆ
へ
、
見

る
人
よ
ろ
し
く
さ
っ
し
給
へ
」（
Ⓛ
五
ウ
・
六
オ
）
と
わ
ざ
わ
ざ
書
入
を

添
え
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
が
絵
組
よ
り
遅
れ
る

（
注
７
）だ
け
な
ら
ま
だ
し

も
、
絵
組
の
順
番
を
事
件
の
順
番
と
は
逆
順
に
置
い
た
り
（
３
．
ア
）、

同
事
件
の
絵
組
二
つ
を
連
続
し
て
置
か
ず
に
引
き
離
し
た
り
（
３
．
イ
）、

新
た
な
事
件
が
展
開
さ
れ
な
い
限
り
新
た
な
絵
組
を
置
か
な
い
と
い
う

原
則
に
拘
っ
て
、
事
件
と
事
件
の
合
間
に
本
文
と
無
関
係
の
絵
組
を
置

い
て
し
ま
っ
た
り
（
１
．）、
最
悪
な
の
は
本
文
と
無
関
係
の
絵
組
の
中

で
、
当
該
作
に
は
存
し
な
い
何
か
他
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
い
て
い
る

よ
う
な
描
き
方
の
絵
組
を
入
れ
る
こ
と
（
１
．
㋑
）
で
作
品
鑑
賞
の
妨

げ
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

事
件
一
つ
に
絵
組
一
つ
と
い
う
構
図
は
、
黄
表
紙
の
よ
う
に
丁
毎
に

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
変
わ
る
ジ
ャ
ン
ル
な
ら
最
適
で
あ
ろ
う
が
、
当
該
合
巻

で
は
事
件
一
つ
が
長
い
こ
と
と
、
絵
で
捉
え
に
く
い
事
件
が
展
開
す
る

（
２-

１
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
不
足
す
る
絵
を
補
充
す
る
方

法
と
し
て
、
作
者
な
り
苦
心
し
た
結
果
、
か
く
の
如
く
本
文
と
無
関
係

の
図
像
を
挿
入
し
た
り
（
１
．）、
本
文
に
は
書
か
れ
な
い
が
、
彼
等
の

旅
程
か
ら
し
て
想
定
さ
れ
る
場
面
を
図
像
化
し
た
り
（
２-

２
）、
二
・

三
行
の
短
い
本
文
を
図
像
化
し
た
り
（
２-

２
）、
と
い
う
方
策
を
講
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
該
作
と
は
関
係
な
い
他
の

逸
話
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
な
描
き
方
の
絵
組
（
１
．
㋑
）
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
作
品
理
解
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
切
り

貼
り
の
間
に
合
せ
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
謗
り
を
ま
ぬ
が
れ
に
く
く
し

て
い
る
。
本
文
展
開
に
お
い
て
は
矛
盾
点
が
見
付
か
ら
ず
面
白
可
笑
し

く
出
来
上
が
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
絵
組
の
錯
綜
は
惜

し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊

斯
く
し
て
、
万
延
元
年
十
月
に
ⓚ
『
弥
次
北
八
横
濱
久
里
毛
』、
翌
年

の
文
久
元
年
四
月
に
Ⓛ
『
横
濱
栗
毛
／
二
編
』
と
い
う
合
巻
を
板
行
し

た
板
元
当
世
堂
品
川
屋
久
助
は
、
Ⓛ
と
同
年
（
次
掲
ⓝ
岳
亭
自
序
：
文

久
元
辛
酉
年
初
秋
〈
7
月
〉）
に
、
岳
亭
作
・
芳
幾
画
と
い
う
同
じ
組
に

て
、
合
巻
風
錦
絵
の
揃
物
ⓙ
と
同
名
の
合
巻
ⓝ
『
東
海
道
中

栗
毛
弥
次
馬
』
を

も
板
行
す
る

（
注
８
）。

結
局
、
ⓚ-

1
、
ⓚ-

2
、
Ⓛ
は
製
作
を
急
い
だ
あ
ま
り
、
本
文
ス
ト
ー

リ
ー
と
無
関
係
の
絵
組
が
後
編
（
ⓚ-

2
）、
続
編
（
Ⓛ
）
と
後
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
段
々
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
時
間
に
追
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わ
れ
な
が
ら
何
と
か
前
編
・
後
編
を
一
冊
に
纏
め
て
同
時
出
版
に
漕
ぎ

着
け
た
も
の
の
、
刊
行
を
急
い
だ
拙
速
さ
の
感
じ
ら
れ
る
シ
リ
ー
ズ
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
的
矛
盾
を
抱
え
た
こ
れ
ら
で
あ
っ
て
も
、
Ⓛ
の

翌
月
の
改
印
（
文
久
元
年
五
月
改
）
を
有
す
る
ⓜ
『
滑
稽
・
江
戸
久
居

計
』、
ⓜ
の
刊
行
四
か
月
後
の
改
印
（
文
久
元
年
九
月
改
）
を
有
す
る
ⓝ

『
東
海
道
中

栗
毛
弥
次
馬
』、
ⓝ
の
刊
行
翌
月
の
改
印
（
文
久
元
年
十
月
改
）
を

有
す
る
ⓞ
『
弥
次
郎

喜
太
八

東
海
道
中
旅
日
記
』
と
、
岳
亭
作
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合

巻
が
続
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
ⓚ
Ⓛ
の
趣
向
は
読
者
に
歓
迎
さ
れ
、

市
井
の
反
応
も
悪
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
一
連
の
岳
亭

作
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
シ
リ
ー
ズ
誕
生
の
始
原
に
な
っ
た
人
気
作
が

ⓚ
Ⓛ
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
絵
組
と
本
文
の
不
整
合
と
い
う

内
容
的
齟
齬
に
寛
容
な
、
ひ
い
て
は
無
頓
着
で
あ
っ
た
当
時
の
一
受
容

形
態
も
存
し
た
こ
と
を
垣
間
見
た
次
第
で
あ
る
。

注

注
１ 

詳
細
は
拙
稿
「
魯
文
作
〈
膝
栗
毛
も
の
〉
合
巻
の
書
誌
攷
」（『
国
語
と
国

文
学
』
一
一
〇
五
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
五
・
一
二
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

注
２ 

関
連
拙
稿
と
し
て
ア
．｢

〈
膝
栗
毛
も
の
〉
作
品
群
の
書
誌
―
そ
の
図
様

継
承
史
の
一
環
と
し
て
」（『
国
語
国
文
』
九
二
三
、
京
都
大
学
、
二
〇
一

一
・
七
）
／
イ
．「『
東
海
道
中

栗
毛
弥
次
馬
』
三
種
と
二
代
目
岳
亭
の
〈
膝
栗
も

の
〉
合
巻
攷
」（『
日
本
文
学
』
七
一
六
、
日
本
文
学
協
会
、
二
〇
一
三
・

二
）
が
あ
る
。

注
３ 

拙
稿
「
合
巻
『
弥
次
北
八
横
濱
久
里
毛
』・『
横
濱
栗
毛
／
二
編
』
の
書
誌

学
的
研
究
」『
日
語
日
文
学
研
究
』
一
〇
三
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二

〇
一
七
・
一
一

注
４ 

『
武
相
膝
栗
毛
』（
神
奈
川
県
立
図
書
館
協
会
郷
土
資
料
編
集
委
員
会
編
、

神
奈
川
県
立
図
書
館
協
会
発
行
、
一
九
八
三
）
に
ⓚ
Ⓛ
の
写
真
と
翻
字
文

が
載
る
が
、
誤
読
・
振
り
仮
名
の
欠
落
・
漢
字
に
置
き
換
え
な
い
等
の
理

由
か
ら
、
本
稿
の
原
文
引
用
は
稿
者
の
翻
字
に
よ
る
。
引
用
文
中
の
太
字
・

傍
点
・
句
読
点
・
括
弧
中
は
康
補
記
で
あ
り
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
適

宜
漢
字
を
当
て
原
文
は
振
り
仮
名
と
し
て
残
し
た
（
以
下
同
）。       

注
５ 

拙
稿
イ
二
〇
頁
で
指
摘
し
て
い
る
。

注
６ 

梗
概-

三
ウ
～
六
オ
：
横
浜
旅
行
を
す
る
為
に
は
留
守
居
が
要
る
と
し
て
、

江
戸
八
丁
堀
の
長
屋
で
一
人
暮
ら
す
喜
多
は
、
今
夜
弥
次
の
世
話
で
持
参

金
付
き
の
嫁
を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
、
同
じ
長
屋
の
左
次
兵
衛
（
途
中

か
ら
左
次
郎
）
と
お
か
な
婆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
嫁
入
り
を
茶
番

に
す
る
準
備
に
か
か
る
。
六
オ
～
九
オ
：
比
丘
尼
妙
心
を
騙
し
て
前
垂
れ

を
頭
に
被
せ
て
連
れ
込
ん
だ
弥
次
は
、
臭
い
酒
を
出
さ
れ
て
は
吸
い
（
酸

い
）
も
の
と
言
わ
れ
た
り
、
硯
蓋
料
理
の
代
わ
り
に
壊
れ
た
硯
の
蓋
を
出

さ
れ
た
り
、
騙
し
合
い
の
結
果
叩
き
が
ね
が
持
参
金
代
わ
り
の
比
丘
尼
を

も
ら
う
喜
多
で
あ
っ
た
。
九
オ
～
十
三
オ
：
婚
礼
の
翌
日
早
速
横
浜
旅
行

に
出
る
二
人
。
弥
次
は
日
本
橋
で
出
く
わ
し
た
魚
屋
の
半
七
か
ら
昨
夜
貸

し
た
女
房
の
着
物
を
返
し
も
せ
ず
逃
げ
る
の
か
と
喧
嘩
に
な
る
。
高
輪
の

大
木
戸
辺
で
は
か
ら
か
っ
た
籠
か
き
を
乗
せ
て
担
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
二
人
。

鈴
ヶ
森
で
は
権
八
の
身
振
り
を
す
る
。
十
三
オ
～
十
五
ウ
：
大
森
の
山
も

と
と
い
う
茶
屋
で
山
伏
と
睨
め
っ
こ
を
し
た
喜
多
は
、
山
伏
の
金
玉
が
外

に
出
た
の
を
見
て
吹
き
出
し
て
負
け
た
の
で
払
い
を
受
け
持
つ
。
六
郷
の
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渡
し
の
待
合
い
茶
屋
の
裏
で
い
ざ
り
の
非
人
二
人
が
相
撲
を
取
る
の
を
見

物
す
る
。

注
７ 
宿
屋
の
留
女
に
引
っ
張
ら
れ
上
が
っ
た
宿
屋
（
本
文
十
四
オ
、
該
当
絵
組

十
二
ウ
・
十
三
オ
）
で
、
重
い
木
鉢
の
笠
で
肩
が
凝
っ
た
喜
多
八
は
按
摩

を
雇
う
（
本
文
十
四
ウ
・
十
五
オ
、
該
当
絵
組
十
三
ウ
・
十
四
オ
：
該
当

絵
組
が
前
出
さ
れ
、
当
該
丁
に
は
本
作
内
容
と
関
係
な
い
絵
組
が
置
か
れ

る
結
果
に
な
る
）。

注
８ 

拙
稿
イ
で
詳
論
し
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
全
南
大
学
校
学
術
研
究
費
（
課
題
番
号
：2016-2449

）
の
支
援

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。（

か
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じ
ひ
ょ
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・（
韓
国
）
全
南
大
学
校
教
授
）


